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市の中央部が生まれ変わります

No.1259

早くできると
いいね！楽しみだね！

新たな福祉の複合施設



主
な
取
り
組
み

▼
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

▼
相
談
・
支
援
機
関
の
連
携
強
化

▼
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
人

に
対
す
る
訪
問
な
ど
に
よ
る
継
続
的
な
支

援

市
の
中
央
部
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設
の
整
備
な
ど

春
日
新
50
年
プ
ラ
ン
関
連
事
業

　
市
中
央
部
エ
リ
ア（
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
大
谷
地
区
周
辺
）に
、
福
祉
施
設
な

ど
を
移
転
集
約
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
令
和
８
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
し
、
同
11
年
度
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
エ
リ
ア
全
体
を
誰
も
が
行
き
や
す
く
、
行
き
た

く
な
る
場
所
に
す
る
た
め
、
複
合
施
設
と
エ
リ
ア
全
体
の
整
備
に
関
す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設
の
整
備
に
よ
り
、

地
域
共
生
社
会（
※
）の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
中
央
部
エ
リ
ア
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
修
で
、

市
民
活
動
交
流
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
エ

リ
ア
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
ア
ク
セ
ス
が
良
い
中
央
部
に
全
市
的
な
施

設
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性

を
向
上
し
ま
す
。

▼
移
転
集
約
す
る
各
施
設
の
老
朽
化
に
対
応

し
つ
つ
、
複
合
化
に
よ
り
維
持
管
理
費
な

ど
を
抑
制
し
、
脱
炭
素
化
も
推
進
し
ま
す
。

※
地
域
共
生
社
会
と
は
、
市
が
福
祉
政
策
で

目
指
す
社
会
で
あ
り
、
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
取

り
組
み
〜
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
〜

　
近
年
、
８
０
５
０
問
題（
80
歳
代
の
高
齢

者
が
50
歳
代
の
引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
の
生

活
を
支
え
る
問
題
）や
ダ
ブ
ル
ケ
ア（
子
育
て

と
介
護
が
同
時
期
に
発
生
す
る
状
態
）な
ど

複
雑
化
し
た
課
題
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
、
生
活
困

窮
者
の
４
つ
の
相
談
・
支
援
機
関
を
中
心
に

関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
の
解
決
に

向
け
た
支
援
を
充
実
し
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共

に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
市
民
、
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

地
域
社
会
の
担
い
手
と
の
協
働
の
下
、
春
日

市
ら
し
い
事
業
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

な
生
活
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
地
域
住
民
な
ど
が
支
え
合
い
、

一
人
一
人
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
幸
せ

な
地
域
を
共
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

移
転
集
約
す
る
施
設
な
ど

▼
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑

▼
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

じ
ょ
な
さ
ん

▼
西
出
張
所
、
い
き
い
き
ル
ー
ム
な
ど（
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
セ
ン
タ
ー

新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設

ね
ら
い

春
日
新
50
年
プ
ラ
ン
と
は

　
　

令
和
4
年
に
市
制
50
周
年
の
節
目

を
迎
え
た
春
日
市
は
、
こ
れ
か
ら
の

50
年
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る「
春
日
の

未
来
図
」を
実
現
す
る
た
め
、「
春
日
新

50
年
プ
ラ
ン
」を
定
め
ま
し
た
。
Ⓐ
市

民
活
動
拠
点
の
整
備
、
Ⓑ
都
市
機
能

の
向
上
推
進
、
Ⓒ
歴
史
自
然
景
観
の

整
備
の
３
つ
の
視
点（
プ
ラ
ン
）に
よ

る
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先　経営企画課企画担当
☎（５８４）１１33　F（５８４）１１４5
１０12240
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図書館分室
ナギの木苑

社会福祉センター

バスセンター

男女共同参画・
消費生活センター

玄関ホール

西出張所

会議室

コワーキング
スペース

いきいきルーム
オープンスペース

カフェ

など

※　は、新たに設ける機能です。

広場から見た新たな福祉の複合施設

ふれあい文化センターと連絡通路で接続し、
相互に利用しやすい配置とします。

　現在の山林部分は、いったん造
成をした上で、年齢や障がいの有
無に関わらず、多くの人が利用可
能な緑に親しめる広場とします。

階
層
イ
メ
ー
ジ

建
物
な
ど
の
配
置
図

新

新

新 新

【４階】会議室フロア
【３階】相談・窓口フロア
福祉の相談がある人などや窓口利
用者のプライバシーに配慮した静
かな空間にします。

【２階】にぎわいフロア
広場やふれあい文化センターとつなが
るメインフロアです。誰もが集えるにぎ
わいある場所にします。

【１階】駐車場フロア
バスセンター、駐車場を配置
し、雨の日でも濡れずに建物
に入れるようにします。

新
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▲エリア全体の配置図（改修後）

▲南北断面図

▼
広
場（
❶
）

　
　
誰
も
が
緑
に
親
し
み
、
木
陰
で
く
つ
ろ

げ
る
空
間
と
な
る
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
な
ど（
❷
）

　
　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
ら
も
近
い

場
所
に
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
へ
の
出
入
り
口
お
よ
び
ス
ロ
ー
プ

の
位
置
を
A
か
ら
B
に
変
更
し
ま
す
。

▼
カ
フ
ェ

　
　
新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設
内
に
、
飲
み

物
な
ど
を
提
供
す
る
小
規
模
な
カ
フ
ェ
を

整
備
し
ま
す（
❸
）。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
内
の
既
存
の
カ
フ
ェ
に
つ
い

て
も
、
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す

（
❹
）。

▼
施
設
連
携
軸（
❺
）

　
　
新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設
、
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
行
き
来
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
な

動
線
と
し
て「
施
設
連
携
軸
」を
整
備
し
ま

す
。

新たな福祉の複合施設ふれあい文化センター 連絡通路

第2駐車場 コミュニティバスセンター

4階

3階

2階

1階

市民図書館 中庭

広場

施設連携軸

南側 北側エスカレーター
2階に上がり、
市民図書館などに
行くことができます。

エ
リ
ア
全
体
の
整
備

　
新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
、
市
中
央
部
エ
リ
ア
全
体
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

❸

❶

❷

❹

❺

A

B
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事
業
費（
試
算
）

約
70
億
円

▼
新
た
な
福
祉
の
複
合
施
設
の
整
備
関
連

　
約
50
億
円

▼
そ
の
他
エ
リ
ア
内
の
整
備

　
約
20
億
円

※
財
源
と
し
て
、
国
庫
補
助
金
や
財
政
上
有

利
な
市
債
制
度（
後
年
度
に
普
通
交
付
税

措
置
が
あ
る
も
の
）を
活
用
し
ま
す
。▲事業実施年度（令和6～11年度）

　における財源内訳イメージ

42.7％

8.0％

49.3％

国庫補助金

市債

一般財源

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　今後の人口減少を見据え、公共施設の維持管理費を抑制する観点から集約後の元の施設は、原則として廃止・
解体します。底地は売却することを基本としますが、必要に応じ活用も検討します。

社会福祉センター
　老朽化が著しく、耐震性にも課
題があるため、複合施設への機能
移転後は、速やかに用途を廃止し、
建物の解体に着手する方向で検討
します。

令
和
６
年
度

▼
設
計

▼
山
林
部
樹
木
伐
採

▼
文
化
財
調
査

▼
仮
設
バ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備

令
和
７
年
度

▼
設
計

▼
文
化
財
調
査

▼
現
バ
ス
セ
ン
タ
ー
解
体

令
和
８
〜
10
年
度

▼
工
事

令
和
11
年
度

▼
供
用
開
始

●基本構想最終版全編は、市
役所（経営企画課、情報公
開コーナー）で閲覧できる
ほか、市ウェブサイトに掲
載しています。

●基本構想の内容は確定して
いますが、今後はより具体
的な内容を設計の中で検討
するため、内容、スケジュー
ル、事業費などは、変更に
なることがあります。

▲基本構想最終版
　（市ウェブサイト）

老人福祉センターナギの木苑
　原則廃止・解体としますが、複
合施設への機能移転後も、建て
替えが必要とされる時期まで１５
年程度あるため、他用途での暫
定的な活用を、状況に応じて検
討します。

男女共同参画・
消費生活センターじょなさん

　公共施設等マネジメント計画に
おける建物を存続させた場合の建
て替えの予定時期と、複合施設へ
の移転の時期が、ほぼ同時期であ
るため、移転後は用途を廃止し、
解体する方向で検討します。

西出張所・いきいきルーム
（いきいきプラザ内）

　西出張所・いきいきルームが
あった場所を「こども・子育て支
援」の拠点として再整備し、子ど
も・親子の居場所づくりや子育て
支援関係団体の支援などを行う
ことを検討します。
※いきいきプラザの建物はその

まま残ります。

跡地などの活用方針
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相
談
し
た
い
人
は
、
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
名
簿
を
参
考
に
、
居
住
し
て
い
る
地

区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
初
め
て
相
談
す
る
人
な
ど
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
自

治
会
ま
た
は
福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
担
当
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
に
よ
る

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
が
他
の

人
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安

心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一人で悩みを抱えていませんか

　５月12日は民生委員・児童委員の日です。
　５月を活動強化月間として、高齢者などの家庭への訪問や広報活動など、
友愛訪問活動を強化しています。

問い合わせ先
　福祉支援課地域福祉担当
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）１１４２
１００１１０２

▲民生委員・児童
委員証（イメージ）

▲民生委員が携帯
しているＰＲカード

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
任
し
て
お
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全
て
の
世
代
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
を
専
門
と
す
る
主
任
児

童
委
員
も
い
ま
す
。

▽
訪
問
や
声
掛
け
な
ど
を
通
じ
て
高
齢
者
や

障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
子
育
て
の
不
安
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
行
政
や
専
門
機
関
に
つ
な

ぎ
ま
す
。

▽
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
所
属
し
、

定
例
会
や
研
修
会
な
ど
に
参
加
し
、
資
質

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
訪
問
の
際
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

独り暮らしで不安生活が苦しい介護に疲れた子育てで悩んでいる

　
主
任
児
童
委
員
制
度
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
児
童
委
員
活
動
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
６

年
１
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
児
童

委
員
と
主
任
児
童
委
員
は
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、
行
政
や
福
祉
関
係
機

関
と
協
働
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
制
度
は

令
和
６
年
に
創
設
30
周
年
を

迎
え
ま
し
た

民
生
委
員・児
童
委
員
と
は

活
動
内
容

相
談
方
法

こ ん な と き は 相 談 を

の なあなた 身近 相 相談 手
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▽
小
倉
地
区

　
山や

ま
さ
き﨑
斉ま

さ
よ代
、
小お

が
わ川
明め

い
こ子
、（
２
人
選
考
中
）

▽
昇
町
地
区

　
金か

ね
こ子
珠た

ま
え江
、
𠮷よ

し
だ田
喜き

よ

こ
代
子
、
舩ふ

な
こ
し越
和か

ず
え枝
、

　
浦う

ら
し志
仁ひ

と
え枝

▽
須
玖
南
地
区

　
村む

ら
た田
京き

ょ
う
こ子
、
財ざ

い
つ津
一か

ず
ゆ
き征
、
緒お

が
た方
民た

み
こ子
、

　
吉よ

し
な
が永
孝た

か
こ子

▽
弥
生
地
区

　
春は

る
や
ま山
恵え

り

か
利
佳
、
川か

わ
さ
き﨑
節せ

つ
こ子
、
溝み

ぞ
ぐ
ち口
み
ど
り
、

　
石い

し
い井
正ま

さ
ゆ
き幸

◇
主
任
児
童
委
員

　
大お

お
か
わ川
寿ひ

さ
こ子
、
松ま

つ
ふ
じ藤
美み

ゆ

き
由
紀

▽
千
歳
町
地
区

　
髙た

か
き木
由ゆ

み美
、長な

が
お
か岡
日ひ

で

お
出
生
、（
１
人
選
考
中
）

▽
光
町
地
区

　
伊い

と
う藤
早さ

ゆ

り
百
合
、
岡お

か
も
と本　
章あ

き
ら

、
松ま

つ
お尾
志し

ろ
う郎

▽
大
谷
地
区

　
尾お

み身
勝か

つ
じ治
、
滝た

き
が
わ川
香か

な名
、
山や

ま
さ
き﨑
雅ま

さ
こ子

▽
下
白
水
北
地
区

　
吉よ

し
だ田
章し

ょ
う
こ子
、
久く

ぼ
そ
の

保
園
由ゆ

み

こ
美
子
、
石い

し
ば
し橋
壯そ

う
じ児

▽
下
白
水
南
地
区

　
橋は

し
だ田
洋よ

う
こ子
、
手て

し
ま島
恵え

み美
、
糸い

と
や
ま山
正ま

さ
こ子

◇
主
任
児
童
委
員

　
中な

か
む
ら村
芳よ

し
み美
、
宮み

や
ざ
き﨑
か
お
る

▽
塚
原
台
地
区

　
岡お

か　
美み

え惠
、（
１
人
選
考
中
）

▽
惣
利
地
区

　
髙た

か
は
し橋
紀の

り
こ子
、
矢や

ご
し越
邦く

に
こ子
、
伊い

と
う藤
美み

か佳

▽
大
土
居
地
区

　
松ま

つ
だ田
悦え

つ
こ子
、
松ま

つ
も
と本
裕ゆ

う
こ子

▽
白
水
池
地
区

　
盛も

り
な
が永　
隆た

か
し

、
藤ふ

じ
わ
ら原
正ま

さ
ひ
ろ博

▽
天
神
山
地
区

　
縄な

わ
た田
美み

ち

こ
千
子
、
福ふ

く
も
と元
千ち

づ
る鶴
、
岸き

し
お
か岡
邦く

に
ひ
こ彦
、

　
（
１
人
選
考
中
）

▽
松
ヶ
丘
地
区

　
松ま

つ
む
ら村
貞さ

だ
と
し俊
、
山や

ま
な
か中
良よ

し
つ
ぎ次
、
松ま

つ
な
が永
紀き

み

こ
美
子
、

　
守も

り
た田
政ま

さ
の
ぶ伸

▽
紅
葉
ヶ
丘
地
区

　
濱は

ま
だ田
美み

つ

え
津
江
、
成な

り
き
よ清
峯み

ね
き喜
、
立た

て
い
し石
正ま

さ
し司
、

　
池い

け
だ田
健け

ん
い
ち市
、
安や

す
こ
う
ち

河
内
ク
ニ
子こ

◇
主
任
児
童
委
員

　
井い

の
う
え上
真ま

ゆ

み
由
美
、
塚つ

か
も
と本
あ
け
み

▽
春
日
地
区

▽
小
倉
東
地
区

　
張は

り
も
と本
教の

り
え江
、
鬼お

に
き木
洋よ

う
こ子

▽
宝
町
地
区

　
田た

し
ろ代　
し
と
み

、
八や

え

つ
重
津
節せ

つ
こ子

▽
ち
く
し
台
地
区

　
綾あ

や
べ部
博ひ

ろ
ふ
み文
、
川か

わ
な
み浪
眞ま

ゆ

み
由
美
、
米よ

ね
か
わ川
節せ

つ
こ子

▽
大
和
町
地
区

　
（
１
人
選
考
中
）

▽
若
葉
台
東
地
区

　
元も

と
き木
由ゆ

き

こ
紀
子
、
瀬せ

わ
き脇
敏と

し
あ
き秋

▽
若
葉
台
西
地
区

　
塚つ

か
も
と本
禎さ

だ
よ
し

、
加か

と
う藤
孝た

か
の
り典
、（
１
人
選
考
中
）

◇
主
任
児
童
委
員

　
洲す

ざ
き﨑
ゆ
か
り
、
𫝆い

ま
む
ら村
美み

さ

こ
佐
子

▽
泉
地
区

　
森も

り　
肇は

じ
め

、
德と

く
な
が永
貴き

み

こ
美
子

▽
上
白
水
地
区

　
奥お

く　
佳か

よ

こ
代
子
、
兒こ

じ
ま島
牧ま

き
お夫
、
川か

わ
ぞ
え添
嘉よ

し
こ子
、

　
（
2
人
選
考
中
）

▽
白
水
ヶ
丘
地
区

　
川か

わ
ば
た畑
純す

み
こ子
、
讃さ

ぬ
い井
紀き

し

こ
志
子

　
竹た

け
の
う
ち

之
内
美み

つ

こ
津
子
、
野の

だ田
さ
ゆ
り
、

　
齊さ

い
と
う藤
た
み
子こ

▽
春
日
公
園
地
区

　
村む

ら
か
み上
佳よ

し
こ子
、
森も

り
た田
安や

す
み
こ

見
子
、
梅う

め
だ田
教の

り
お雄
、

　
前ま

え
だ田
佳よ

し
え江

▽
春
日
原
地
区

　
戸と

ざ
わ澤
ち
づ
代よ

、
玉た

ま
え江
禎よ

し
あ
き彬
、
宮み

や
も
と本
早さ

な
え苗
、

　
梅う

め
ざ
き﨑
嘉よ

し
こ子

▽
春
日
原
南
地
区

　
山や

ま
し
た下
俊と

し
は
る治
、
城き

ど戸　
寛ゆ

た
か

▽
平
田
台
地
区

　
光み

つ
た
け武
信の

ぶ
ま
さ昌
、
石い

し
は
ら原
由ゆ

み

こ
美
子
、
林は

や
し　
明あ

き
お男

◇
主
任
児
童
委
員

　
鬼お

に
づ
か塚
文ふ

み
こ子
、
牧ま

き
や
ま山　
円ま

ど
か

▽
岡
本
地
区

　
北き

た
は
ら原
隆り

ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
、和わ

だ田
茂し

げ
お夫
、（
１
人
選
考
中
）

▽
桜
ヶ
丘
地
区

　
西に

し
ほ
り堀
玲れ

い
こ子
、
松ま

つ
お尾
清き

よ
の
り則
、
比ひ

が嘉
景け

い
こ子
、

　
城し

ろ
も
と本
か
お
る
、
中な

か
の野
と
し
子こ

▽
須
玖
北
地
区

　
山や

ま
う
ち内
紀の

り
こ子
、
稲い

ね
な
が永
寿じ

ゅ
い
ち一
、
出い

で
た田
博ひ

ろ
あ
き章
、

　
森も

り　
ひ
で

敏と
し

、
松ま

つ
お尾
謙け

ん
じ治

▽
日
の
出
町
地
区

　
三み

う
ら浦
靖や

す
た
か隆
、
木き

む
ら村
幸さ

ち
こ子
、
右み

ぎ
た田
文ふ

み
こ子

▽
サ
ン
・
ビ
オ
地
区

　
下し

も
は
ら原
壽す

み
え惠
、（
１
人
選
考
中
）

◇
主
任
児
童
委
員

　
中な

か
む
ら村
一か

ず
と登
、
原は

ら
だ田
美み

さ

こ
佐
子

春
日
中
地
区

春
日
東
中
地
区

春
日
西
中
地
区

春
日
南
中
地
区

春
日
野
中
地
区

春
日
北
中
地
区

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員
名
簿

　
市
で
は
１
１
０
人（
４
月
１
日
時
点
）の
民
生
委
員
・
児
童
委
員（
う
ち
主
任
児
童
委
員
12
人
）

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
担
当
区
域
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

て
く
だ
さ
い
。
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家
族
や
友
人
な
ど
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
様
子
が
お
か
し
い
と
き
、
あ
な
た
は
ま
ず
何
を
し
ま
す
か
。

　
誰
も
が
必
要
な
と
き
に
、
安
心
し
て
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

医
療
機
関
・
救
急
車
の
適
正
利
用

協
力
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
課
健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

 

１
０
１
３
５
７
９

診
可
能
な
医
療
機
関
や
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
体
調
が
悪
い
が
ど
こ
の
病
院
に

行
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
相

談
に
対
し
て
も
、
受
診
可
能
な
医
療
機
関
を

紹
介
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
ま
す
。

※
緊
急
性
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
迷

わ
ず
受
診
す
る
か
救
急
車（
1
1
9
番
）を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
の
市
の
救
急
出
動
件
数
は
５
，

６
８
５
件
で
、
消
防
本
部
発
足（
昭
和
45
年
）

以
降
、
最
高
件
数
と
な
り
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
安
易
な
救
急

要
請
が
増
え
る
と
、
一
刻
も
早
い
治
療
が
必

要
な
人
た
ち
の
元
へ
、
い
ち
早
く
救
急
車
を

向
か
わ
せ
る
こ
と
が
さ
ら
に
難
し
く
な
り
ま

す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
自
分
で
病
院
に

行
っ
た
方
が
い
い
か
な
ど
、
対
応
に
迷
っ
た

と
き
は
、
電
話
で
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
内
容
か
ら
病
気
や
け
が
の
症
状
を
把

握
し
て
、
緊
急
性
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合

は
、
迅
速
な
救
急
出
動
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
緊

急
性
が
高
く
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
受

家
族
の
様
子
が
お
か
し
い
！

救
急
車
を
呼
ぶ
？

急な病気やけがの相談 夜間・休日の子どもの
急な病気やけがの相談

福岡県救急医療電話相談 小児救急医療電話相談

または☎（471）0099 または☎（731）4119
受付時間：24時間 受付時間

▷平日：午後7時～翌朝午前7時
▷土曜日：正午～翌朝午前7時
▷日曜日・祝日：午前7時～翌朝午前7時

♯7119 ♯8000
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か
か
り
つ
け
医
は
、
健
康
に
関
す
る
こ
と

を
相
談
で
き
る
上
、
必
要
な
と
き
に
は
専
門

医
や
専
門
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
く
れ
る
身

近
で
頼
り
に
な
る
医
師
で
す
。

　
病
気
や
日
頃
の
健
康
の
不
安
な
ど
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
と
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見

　
日
頃
の
健
康
管
理
の
相
談
が
で
き
、
患

者
の
体
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ

っ
と
し
た
体
調
の
変
化
に
も
気
付
き
や
す

く
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
ま
す
。

も
し
も
の
時
の
素
早
い
対
応

　
患
者
の
病
状
や
病
歴
、
家
族
構
成
、
薬

の
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
の

で
、
も
し
も
の
と
き
に
素
早
い
対
応
を
し

て
く
れ
ま
す
。

専
門
家
の
紹
介
が
ス
ム
ー
ズ

　
入
院
や
高
度
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、

適
切
な
病
院
や
症
状
に
応
じ
た
診
療
科
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
は
、
健
康
診
断
や
予
防

　
不
要
不
急
な
受
診
が
増
え
る
と
、
医
療
従

事
者
が
疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
本

当
に
救
急
外
来
が
必
要
な
患
者
も
、
十
分
な

医
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
比
較
的
症
状
が
軽
い
と
き
に
、
仕
事
や
用

事
を
調
整
し
て
、
で
き
る
だ
け
日
中
の
診
療

時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
診
療
に
か
か

る
費
用
も
夜
間
診
療
、
救
急
外
来
よ
り
も
安

く
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
医
師
・
医
療
従
事

者
を
守
る
た
め
に
、
上
手
な
医
療
の
か
か
り

方
を
知
り
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

見
て
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
を
選
ぶ
ポ

イ
ン
ト
や
か
か
り
つ
け
医
と
の
付
き
合
い
方
、

緊
急
の
電
話
窓
口
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

接
種
な
ど
で
身
近
な
医
療
機
関
に
行
く
こ

と
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
内

の
医
療
機
関
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る

ふ
く
お
か
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
も
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
休
日
・
夜
間
に
お
け
る
市
民
の
救
急
医
療

確
保
の
た
め
の
休
日・夜
間
当
番
医
は
、（
一

社
）筑
紫
医
師
会
と
筑
紫
医
師
会
の
会
員
医

療
機
関
が
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
救
急
外
来
は
、
救
急
患
者
や
突
然

重
篤
な
症
状
と
な
っ
た
人
の
た
め
の
外
来
で

す
。
ま
た
、
救
急
車
に
よ
る
救
急
搬
送
や
救

急
外
来
は
、
限
ら
れ
た
人
数
の
医
療
従
事
者

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
は

か
か
り
つ
け
医
に

上
手
な
医
療
の
か
か
り
方

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

受
診
は
平
日
の
診
療
時
間
内
に

▲ふくおか医療
　情報ネット

▲厚生労働省
　上手な医療の
　かかり方

医師の働き方改革
　病院などの医療機関は、市民の健康を守るために昼夜を問わず尽力しています。日本の医療は医師
の長時間労働に支えられてきました。
　一方で、医師の長時間労働による健康への影響が懸念されています。医師の健康確保とともに、医
療の質を確保する観点からも、医師が疲弊せずに働けることが重要です。
　令和６年度から、医師にも、一般の労働者と同程度である960時間を上限として適用される医師の
働き方改革が始まります。
　この改革を背景に、より一層、私たち一人一人が上手な医療のかかり方を理解し、実行していくこ
とが求められます。

▲筑紫医師会
　ロゴマーク
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選べます
国民年金保険料の前納方法

放課後児童クラブ（学童保育）
夏休み期間の入所の受け付けを開始します

　今年度から、国民年金保険料は納付書のまとめ
て前払い（前納）以外に、口座振替、クレジットカー
ド納付についても年度の途中から割引された保険
料を前納できます。
1年前納・2年前納
　　年度末まで（１年前納）または翌年度末まで（２年

前納）を選択した場合は、振替（立替）開始の月末
に割引された保険料が納付できます。

６カ月前納
　　９月までは割引がない保険料を各月で納付しま

すが、10月末に年度末までの割引された保険料
が振替（立替）納付できます。

口座振替・クレジットカード納付
　　申し込みから初回の振替（立替）まで１〜２カ月

かかるため、初回までは定額の納付書払いが必
要です。

　申し込み後は日本年金機構から「国民年金保険料
口座振替開始（変更）・振替額通知書」または「国民
年金保険料クレジットカード納付開始（変更）・納付
額通知書」が届きますので、初回振替（立替）日を確
認してください。
　詳しくは問い合わせてください。

　夏季季節入所を希望する人は、申請書に必要書
類を添付し、期間内に申し込んでください。
　冬季、3月春季季節入所の申込期間は改めてお知
らせします。
対象　児童の保護をする人が1日4時間以上家庭に

いない日が、月に16日以上（日曜日を除く）ある
世帯

定員　各校40人程度（申込先着順）
申込方法　5月1日㈬〜31日㈮（必着）に郵便または

窓口で申請書を提出する
申込先　各クラブまたは市放課後児童クラブ事務

局
※申請書は各クラブ、事務局、事務局ウェブサイト

で入手できます。

年金

申込・問い合わせ先  

▽市民課年金担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141

▽南福岡年金事務所（〒815-8558福岡市南区塩原3-1-27）
☎（552）6112（自動音声案内②→②を押す）
F（541）7649

▲事務局ウェブサイト

申込・問い合わせ先  市放課後児童クラブ事務局（〒816-0863須
玖南4-27フォーサイト須玖南R・SCoMo１階）
☎（558）7626（F兼用）（月〜土曜日  午前10時〜午後6時）

https://www.kasuga-jidoclub.com　  1001532

ゴールデンウィーク
ごみの収集を休みます

須玖児童センター
予防保全工事に伴い休館します

　５月３日㈮・㈷と５日㈰・㈷のごみ収集は休みます。
「陶器・金属類」は振替収集を行います。

▽５月３日㈮・㈷→７日㈫に振替

▽５月５日㈰・㈷→１日㈬に振替
※燃えるごみの振替収集はありません。
※居住する地区によって振替日は異なります。ごみ

出し日が分からない場合は、令和６年度版ごみ出
しカレンダー（ 1001192）を見てください。

　再開後の行事予定は、市児童センターウェブサイ
ト（ https://kasugashijidocenter.jp）でお知ら
せします。
　休館中は、他の児童センター（毛勝・光町・白水）
を利用してください。
休館期間　4月28日㈰〜5月13日㈪（予定）

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎（584）1111㈹　F（584）1147　  1001162

問い合わせ先  子育て支援課子育て支援担当
☎（584）1015　F（501）0051
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令和7年度新入学児童の保護者対象
個別就学相談、特別支援教育の説明会

　令和7年4月に小学校に入学予定の子どもの身体面
や知的・情緒面などに不安を持つ保護者を対象に、個
別就学相談や特別支援教育の説明会を実施します。

○個別就学相談会（ 1009220）
　　特別支援学校への入学、特別支援学級や通級指

導教室の利用を希望する人は、必ず参加してくださ
い。また、相談当日は原則として対象児童を同伴し
てください。

　期日　5月15日㈬〜8月16日㈮（土・日曜日、祝日
を除く）

　時間　午前９時30分〜、午後1時30分〜、午後3時〜
　※相談時間は30分〜1時間程度です。
　場所　いきいきプラザ
　申込期間　4月15日㈪午前9時〜7月26日㈮午後5

時
　申込方法　希望日の14日前までに市L

ラ イ ン

INE公式アカウ
ント（トーク画面で「就学相談予約」と入力し、予約
画面に必要事項を入力する）または電話で申し込む

○特別支援教育説明会・見学会（ 1009029）
　　特別支援教育について説明し、各小学校の特別支

援学級などの見学会を行います。
　　なお、参加可能な学校は入学を予定する小学校1

校です。
　日時・場所　別表参照
　内容
　 ▽特別支援学級、通級指導教室、特別支援学校につ

いて、その就学までの流れの説明
　 ▽特別支援学級の授業見学、通級指導教室の見学

（指導中は見学できません）
　 ▽質疑応答　など
　申込方法　希望する小学校の開催日の3日前までに

市LINE公式アカウント（トーク画面で「支援学級見
学会予約」と入力し、予約画面に必要事項を入力
する）または電話で申し込む

○小学校入学のための特別支援教育資料（ 1006361）
　　特別支援教育についての資料を市ウェブサイトに

掲載しています。
　　特別支援学級、通級指導教室、特別支援学校など

を検討している人や特別支援教育に関心がある人は
確認してください。

申込・問い合わせ先  子育て支援課発達支援担当
☎（588）5150　F（501）0051

 hattatsu@city.kasuga.fukuoka.jp

別表
学校 期日 説明開始時刻 場所

春日小学校 5月14日㈫ 午前9時30分 図書室

日の出小学校 5月16日㈭ 午前9時30分 会議室

須玖小学校 5月21日㈫ 午前9時30分 相談室

春日原小学校 5月22日㈬ 午前9時30分 会議室

天神山小学校 5月23日㈭ 午前10時 会議室

春日北小学校 5月24日㈮ 午前9時30分 多目的ホール

春日野小学校 5月28日㈫ 午前9時30分 会議室

春日南小学校 5月29日㈬ 午前9時 家庭科室

大谷小学校 5月31日㈮ 午前9時30分 谷っこホール

白水小学校 6月4日㈫ 午前9時30分 レインボーホール

春日西小学校 6月5日㈬ 午前9時30分 多目的ホール

春日東小学校 6月6日㈭ 午前9時30分 会議室

※受け付けは説明開始１５分前から始めます。各学校の正面入り口に来てください。
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65歳になったら
肺炎球菌予防接種の助成が受けられます

対象者を拡大しました
介護用品（紙おむつ）給付サービス

苦情や救済の申し出ができます
男女共同参画苦情処理制度

　寝たきりなどの理由で常時紙おむつなどが必要
な高齢者に、紙おむつなどの購入費を助成していま
す。
　４月から対象を拡大し、介護保険料段階による制
限をなくしています。サービスの利用を希望する場
合は、まず担当ケアマネージャーに相談してくださ
い。
給付対象上限額（4月1日受け付け分から）

▽ 1〜3段階の人：8,000円（月額）

▽4〜13段階の人：4,000円（月額）
※利用額の1割は自己負担となります（給付対象上

限額を超えた場合は全額自己負担）。
※サービスの利用にはさまざまな要件があります。

詳しくは問い合わせるか、市ウェブサイトを見て
ください。

　男女共同参画の推進に関する市の施策や人権侵
害についての苦情、救済の申し出を受け付けてい
ます。
　申出人や関係者（相手方）から話を聞き、男女共
同参画推進の視点から公平・公正に検討し、必要
な場合は相手方に改善を求め、申出人にも報告しま
す。秘密は厳守します。
申出方法　郵便または窓口で苦情等申出書を提出

する
※申出書は、市ウェブサイトまたは窓口で入手でき

ます。
※代理人が提出する場合は、委任状が必要です。

問い合わせ先  高齢課高齢者支援担当
☎（584）1111㈹　F（584）3090　  1001970

申出・問い合わせ先  人権男女共同参画課人権男女共同参画担当
（〒816-0806 光町1-73 男女共同参画センターじょなさん
内）
☎（584）1201　F（584）1181　  1001054

　肺炎球菌の予防接種を受けて肺炎を予防し、重症化
を防ぎましょう。
　助成を希望する人は、市が発行する決定通知書を持っ
て医療機関で接種してください。
対象　市に居住し、過去に1度も23価肺炎球菌予防接

種を受けたことがなく、次のいずれかに該当する人

▽接種日時点で65歳以上である

▽接種日時点で60〜64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の
機能、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能
に重い障がいがあり、身体障害者手帳1級に相当す
る

自己負担金　3,000円
※生活保護世帯および住民税非課税世帯の人は接種前

に窓口で申請を行うことで無料になります。
※決定通知書がなく接種すると、約8,000円の接種費

用がかかります。

助成の申請方法
①今年度65歳になる人（申請不要）
　　誕生日の翌月に市から送付される接種の案内を確

認する
②①に該当しない人、または①に該当する人で生活保

護世帯の人および世帯全員が住民税非課税の人
　　健康課健康づくり担当（いきいきプラザ）か高齢課

高齢者支援担当（市役所）で本人確認書類を持参して
申請し、決定通知書を受け取る

　※代理人による申請も可能ですが、同居者以外の申
請の場合は委任状が必要です。

　※住民税非課税世帯のうち、同居者に市民税の申告
が済んでいない人がいる場合は、申告が必要です。

接種方法　事前に接種できる病院に予約し、決定通知
書を持参して予防接種を受ける

※接種できる病院は、送付される接種の案内や市ウェ
ブサイトを見てください。

申請・問い合わせ先  健康課健康づくり担当
☎（501）1134　F（501）1135　  1001805
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Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥで情報提供します
微小粒子状物質（ＰＭ2.5）・光化学オキシダント

仲間と一緒に地域で環境保全活動をしませんか
環境保全活動事業補助金制度

　自主的に環境保全活動を行っている団体を支援しま
す。
対象となる団体　次の全ての要件を満たす団体

▽良好な環境の保全、創造のための活動を行っている

▽５人以上で組織され、代表者がいる

▽市内を中心に活動し、市内に事務を行う場所がある

▽規約などがあり、事業の執行および経理を的確に行
える

▽政治活動や宗教活動、営利活動を目的としない

▽暴力団でない、暴力団または暴力団員と親密な関係
を有しない

※今年度中に他の補助金や助成金などを受けている場
合は対象とはなりません。ただし、市のネコの不妊
去勢手術費補助については、条件により併用可能で
す。

対象となる環境保全活動

▽自然環境の保全、再生、創造

▽環境の美化や緑化

▽省資源、省エネルギーの推進

▽ごみの発生回避、適正処理の推進

▽生物多様性の保存

▽動物愛護の推進

▽環境保全意識の向上
対象期間　交付決定を受けた日〜令和7年3月31日
補助金額　対象経費の合計額または10万円のどちら

か低い額
申請方法　12月6日㈮までに窓口で必要書類を提出す

る
※申請書などの必要書類は、窓口または市ウェブサイ

トから入手できます。

申請・問い合わせ先  環境課環境推進担当
☎（584）1111㈹　F（584）1147　  1001216

　日差しが強くなり気温が高くなると、大気汚染物質
（微小粒子状物質（ＰＭ2.5）や光化学オキシダント）が
発生しやすくなります。大気中濃度が高い場合、市ＬＩＮ
Ｅ公式アカウントで注意喚起します。
　呼吸器や循環器に持病がある人、子どもや高齢者は、
慎重な行動をとってください。
　なお、大気汚染物質の濃度測定情報は、県ウェブサ
イト「福岡県の大気環境状況」で確認できます。
大気汚染物質の濃度が高い場合の対応

▽不要不急の外出を控える

▽屋外における長時間の運動は控える

▽換気や窓の開閉を必要最小限にする

▽洗濯物は室内に干す

▽ 目や喉に刺激を感じた場合は、洗眼やうがいをし、
室内で安静にする

ＬＩＮＥの受信設定
　ＱＲコードから友だち登録後、「受信情報設定」から

「生活環境・リサイクル」を選択する

問い合わせ先  

▽大気汚染物質に関すること：環境課生活環境担当
☎（584）1111㈹　F（584）1147　  1001242

▽市ＬＩＮＥ公式アカウントの登録に関すること：秘書広報課広報
広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145　  1007487

▲県ウェブサイト
　大気環境状況

▲市LINE
　公式アカウント

13 市報かすが
令和6年4月15日



大きく広がる未来へ一歩

市内小・中学校で卒業証書授与式

　３月８日に市内全中学校で、３月14日に市内全小
学校で卒業証書授与式が行われ、中学生1,299人、
小学生1,294人が学びやから旅立ちました。
　白水小学校の田

た な か

中清
き よ み

美校長は「つまずくことは失
敗ではなく、何かを学び取るチャンス」とはなむけの
言葉を贈りました。
　卒業生からは、保護者や先生、地域の人に向け、
感謝の言葉と歌が贈られました。

▲感謝の言葉を贈る白水小学校の卒業生

楽しみながら防災意識を高める

市消防団が防災フェスティバルに出展

　3月17日、県営春日公園で防災フェスティバルが
開催され、自衛隊や消防・警察なども参加し、車両
展示や体験コーナーなどが設けられました。
　市消防団も出展し、災害への備えとして持ち歩く

「防災ボトル」の作成体験を実施。プラスチック製の
水筒にミニライトや非常食、ホイッスルなど、必要
なものを選択して自分のボトルを作成するもので、
多くの人でにぎわいました。

▲防災ボトル作りを楽しむ子どもたち

春日市・大塚製薬㈱九州第一支店包括連携事業

子どもの体調管理・子どもの目を守る講座の開催

　2月17日、総合スポーツセンターで親子向け講
座が開催され、70人が参加しました。
　市と大塚製薬㈱の包括連携協定に基づき開催さ
れたもので、子どもの体調管理や視力低下を防ぐ
ための簡単な体操、食事や睡眠の大切さを楽しく学
びました。家庭ですぐに実践できる内容で、親子で
参加した人たちは「できることからやってみたい」と
話していました。

▲親子向け講座の様子

県内初のファイナリスト

ミス・ユニバース福岡大会優勝、日本大会５位

　３月７日、春日南中学校出身の松
ま つ も と み さ き

本美咲さんが
２０２３ミス・ユニバース福岡大会で優勝し、その後日
本大会で５位となったことを井

いのうえ

上市長に報告しました。
　４歳から始めたバレエで鍛えた体幹を生かし、大
会では15㎝のヒールを履いてウォーキング。今後
の目標を聞かれた松本さんは「格式高いイメージの
バレエをボディメイクとして広めながら、健康づくり
の発信をしていきたい」と述べました。

▲松本さんと市長（左）
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ン
探
し
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
、
読
み
聞
か

せ
、
鉄
棒
体
験
、
ア
ニ
メ
上
映
他

※
プ
ー
ル
無
料
開
放
は
5
月
３
日
㈮
・
㈷
〜

5
日
㈰
・
㈷
の
午
前
９
時
〜
午
後
5
時
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ
総
合
案
内

☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

http://w
w

w
.cloverplaza.or.jp/

み
ん
な
で
楽
し
く

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生
以
上
の

人
日
時　
５
月
18
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前
９
時
40

分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
外
競
技

場
参
加
費　
１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
道
具
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　
西に

し
じ
ま島

☎（
４
０
２
）４
５
１
１（
F
兼
用
）

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
生
以
上
の
人

日
時　
６
月
９
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時（
受
付
：
午

前
９
時
10
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場
１

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

定
員　
80
人
程
度

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る
服
、
上

靴
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
昼
食
、
飲
み
物

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈪
〜
５
月
15
日
㈬

（
必
着
）に
郵
便
で
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
卓
球
協
会　
田た

中な
か

伸の
ぶ
ゆ
き幸（
〒
816
－
０
８
０
５
千
歳
町
１
－

１
－
１
－
７
０
５
）

☎
０
８
０（
５
２
４
９
）９
０
８
９

初
心
者
大
歓
迎

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

対
象　
市
に
居
住
す
る
40
歳
以
上
の
人

期
日　
６
月
18
日
㈫
〜
29
日
㈯
の
火
・
水
・

金
・
土
曜
日（
全
８
回
）

時
間

▽
火
・
水
・
金
曜
日
：
午
後
７
時
〜
９
時

▽
土
曜
日
：
午
後
１
時
〜
３
時

※
初
回（
６
月
18
日
㈫
）の
み
、
午
後
６
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場
１

参
加
費　
２
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る
服
、
上

靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈬
か
ら
電
話（
月
・

木・土
曜
日：午
後
４
時
〜
６
時
、
火・水・

金
曜
日
：
午
後
４
時
〜
８
時
）で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
利
き
手
、
卓

球
経
験
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
卓
球
協
会　

伊い
と
う藤

☎
０
９
０（
５
４
８
３
）６
９
３
９

イ
ベ
ン
ト

Event

ス
ポ
ー
ツ

Sports

15 市報かすが
令和6年4月15日



保
健
師
が
応
じ
ま
す

健
康
相
談
会（
無
料
）

　
健
診
の
結
果
で
気
に
な
る
こ
と
、
健
康
に

関
す
る
不
安
や
心
配
、
健
康
づ
く
り
の
こ
と

な
ど
の
相
談
に
、
個
別
に
応
じ
ま
す
。

　
一
人
一
人
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
方

法
を
一
緒
に
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時　
４
月
23
日
㈫
、
５
月
８
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

※
相
談
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
１
７
８
８

懐
メ
ロ
で
脳
の
活
性
化

リ
ズ
ム
で
介
護
予
防（
無
料
）

　
昔
懐
か
し
い
楽
曲
に
合
わ
せ
て
、
簡
単
な

体
操
や
合
奏
を
行
い
ま
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
５
月
９
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
筆
記
用
具
、
飲

み
物

申
込
方
法　
４
月
15
日
㈪
〜
５
月
８
日
㈬
に

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓

口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
０
１
２
５
２
５

春
日
古
文
書
会

見
学
会（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
現
在
20
人
の
会
員
が
、
毎
月
１
回（
第
２

金
曜
日
）の
定
例
会
に
参
加
し
、
郷
土
の
歴

史
に
触
れ
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
地じ

か
た
も
ん
じ
ょ

方
文
書

を
少
し
ず
つ
読
み
解
い
て
い
ま
す
。

　
５
月
の
定
例
会
を
一
般
公
開
し
ま
す
の
で
、

見
学
し
ま
せ
ん
か
。
資
料
な
ど
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

日
時　
５
月
10
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

内
容

▽
講
話「
春
日
の
祭
り
」

▽
古
文
書
を
読
み
解
く

問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
４
２
８
８

初
心
者
や
親
子
も
歓
迎

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
や
き
も
の
作
り
教
室

　
ウ
ト
グ
チ
瓦
窯
展
示
館
で
７
世
紀
後
半
に

築
か
れ
た
瓦
窯
を
見
学
し
た
後
、
の
ぼ
り
窯

体
験
広
場
で
椀わ

ん（
カ
ッ
プ
）を
作
り
ま
す
。

　
作
品
は
窯
で
焼
い
て
、
３
カ
月
後
に
渡
し

ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
５
月
11
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
同
広
場

参
加
費　
粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り
３
０
０
円

（
材
料
費
）

定
員　
各
16
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
、

最
小
催
行
人
数
６
人
）

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈬
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓
口
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参

加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
家
族

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.ka

　

suga.fukuoka.jp

１
０
０
８
２
８
６

か
す
が
家
庭
教
育
学
級

親
子
で
で
き
る
語ご

い彙
力
ア
ッ
プ

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
出
現
に
よ
り
、
思
考

力
、
文
章
作
成
力
の
低
下
が
不
安
視
さ
れ
る

中
、
人
間
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
語
彙
増
加
法

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
学

前
、
３
０
０
円
、
先
着
５
人
、
５
月
10
日

㈮
ま
で
に
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
の
保
護
者

日
時　
５
月
23
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
大
会

議
室

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
５
月
16
日
㈭
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
年
間
を
通
し
て
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

は
改
め
て
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
地
域

教
育
担
当

☎（
９
８
１
）０
１
０
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
０
８
３
６
８

講
演・講
座

Lecture

・

C
ourse

▲市ウェブサイト

健
康

H
ealth

▲市ウェブサイト

▲市ウェブサイト
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情 報 ひ ろ ば

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

普
通
救
命
講
習
２
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会（
無
料
）

　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
い

方
を
は
じ
め
、
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
な
ど
、

適
切
な
応
急
処
置
を
学
び
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る

中
学
生
以
上
の
人
か
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会
員

日
時　
５
月
25
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時（
受
付
：
午

前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
場

１
・
２

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
蘇
生
用
マ

ウ
ス
ピ
ー
ス
レ
サ
コ（
過
去
に
受
講
し
て

い
る
人
）

申
込
方
法　
５
月
11
日
㈯
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
、
修
了
番
号（
修
了
証

を
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
伝
え
る

※
申
込
書
は
、
同
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

h 
ttp:// kasuga-sport.jp

）か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

kasuga.taikyo@
gm

ail.com

か
す
が
そ
ば
打
ち
隊

そ
ば
打
ち
教
室
受
講
生
募
集

　
初
め
て
の
人
も
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ぶ
ど
う
の
庭

参
加
費　
１
回
１
５
０
０
円（
４
人
分
）

定
員　
各
16
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

マ
ス
ク
、上
靴
、持
ち
帰
り
用
容
器（
そ
ば
、

つ
ゆ
）

申
込
方
法　
各
開
催
日
の
７
日
前
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
そ
ば
打
ち
教
室　

高た
か
ぎ木

☎
０
８
０（
１
７
０
１
）９
７
２
８

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
活
用
就
職
支
援
・
日
商
簿
記
３
級
講
習
会

　
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終
了
後
に

電
話
や
紙
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
１
歳
〜
就
学
前
、
無

料
、
要
申
込
）。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た
は
か
つ
て
母

子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦

▽
資
格
を
生
か
し
就
職
や
転
職
を
希
望
し
て

い
る

○
パ
ソ
コ
ン
活
用
就
職
支
援
講
習
会

　
　
Ｅエ

ク

セ

ル

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
と
Ｗワ

ー

ド

ｏ
ｒ
ｄ
の
基
礎
知
識

や
基
本
操
作
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
就

職
の
た
め
の
面
接
対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日　
６
月
２
日
〜
８
月
４
日
の
毎
週
日

曜
日（
全
10
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

参
加
費　
無
料（
検
定
料
と
テ
キ
ス
ト
代

の
一
部
と
し
て
２
０
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）

申
込
期
限　
５
月
13
日
㈪（
必
着
）

○
日
商
簿
記
３
級
講
習
会

　
　
簿
記
の
基
礎
か
ら
学
ん
で
模
擬
試
験
演

習
な
ど
を
行
い
、
日
商
簿
記
検
定
３
級
合

格
を
目
指
し
ま
す
。

期
日　
６
月
８
日
〜
８
月
24
日
の
毎
週
土

曜
日（
全
11
回
）

　
※
７
月
27
日
は
除
き
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

参
加
費　
無
料（
検
定
料
と
テ
キ
ス
ト
代

の
一
部
と
し
て
４
０
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）

申
込
期
限　
５
月
18
日
㈯（
必
着
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
－
１

－
７
）

定
員　
各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
書
類
選

考
、
申
込
少
数
の
場
合
中
止
の
可
能
性
あ

り
）

申
込
方
法　
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
込

書
を
提
出
す
る

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課
、
県
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(
https://w

w
w

.fukuoka-kenbor

　

en.jp/)

で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

(

〒
816
－
０
８
０
４
原
町
３
－
１
－
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号)

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

戦
没
者
の
追
悼
の
た
め
に

令
和
６
年
度
厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
県
出
身
戦

没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
費
用
や
定
員
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、

お
い
、
め
い
）、
参
加
遺
族
の
配
偶
者

地
域
・
日
程（
予
定
）

▽
北
ボ
ル
ネ
オ

　
９
月
27
日
㈮
〜
10
月
４
日
㈮（
８
日
間
）

▽
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

　
10
月
３
日
㈭
〜
11
日
㈮（
９
日
間
）

申
込
方
法　
４
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
３
３
１

福
祉

W
elfare

17 市報かすが
令和6年4月15日



恒
久
平
和
を
祈
念

全
国
・
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
な
ど
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼

式
へ
の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
県
戦
没
者
追
悼
式（
無
料
）

　
対
象　
先
の
大
戦
に
お
け
る
県
出
身
の
戦

没
者
や
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺
族
で
、

県
内
に
居
住
し
て
い
る
人（
３
親
等
以

内
の
親
族
を
優
先
）

　
※
先
の
大
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
次
の
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め

に
も
、
若
い
世
代（
児
童
・
生
徒
）の
参

列
も
募
集
し
ま
す
。

　
期
日　
８
月
15
日
㈭

　
時
間　
午
前
11
時
50
分
〜
午
後
０
時
50
分

（
予
定
）

　
場
所　
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
大

濠
１
－
１
－
１
）

　
※
参
列
遺
族
全
員
の
献
花
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

○
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
▽
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
、
一
般
戦

災
死
没
者
や
原
爆
死
没
者
の
遺
族
で
、

県
内
に
居
住
し
て
い
る（
３
親
等
以
内

の
親
族
を
優
先
）

　
▽
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

　
▽
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力
が
あ

り
、
団
体
行
動
が
で
き
る

　
期
日　
８
月
14
日
㈬
〜
15
日
㈭（
２
日
間
）

　
場
所　
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区

北
の
丸
公
園
２
－
３
）

　
※
旅
費
の
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

※
後
日
、
申
込
書
類
の
提
出
や
事
前
説
明
会

へ
の
出
席
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
４
４
８

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集（
無
料
）

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー
ト
ナ
ー

も
参
加
可
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　
４
月
22
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
室
1

内
容　
沐も

く
よ
く浴
、
育
児
体
験

※
絵
本
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

定
員　
５
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
４
月
18
日
㈭
ま
で
に
子
育
て
ア

プ
リ「
春
っ
こ
」（
母
子
手
帳
ア
プ
リ「
母
子

モ
」）ま
た
は
電
話（
月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
）で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課
母

子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
会
員
・
ど
っ
ち
も
会
員
講
習
会（
無
料
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
か
す

が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）と
は
、
子
育
て
の

手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）と
、

子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人（
お
ね

が
い
会
員
）が
、
相
互
に
援
助
活
動
を
行
う

会
員
組
織
で
す
。

　
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る「
ま

か
せ
て
会
員
」と「
ど
っ
ち
も
会
員（
ど
ち
ら

も
登
録
）」を
募
集
し
ま
す
。
講
習
会
に
参
加

し
、
空
い
て
い
る
時
間
に
子
育
て
支
援
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
全
日
程（
５
回
）出
席
で
き
な
い
場
合
は
、

次
回
の
講
習
会
で
未
受
講
分
を
受
け
る
と
会

員
登
録
で
き
ま
す（
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
、

子
育
て
支
援
員
は
、
一
部
免
除
あ
り
）。

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
や
講
習
内
容
に
興
味
が

あ
る
人
も
受
講
で
き
ま
す（
１
日
の
み
受
講

も
可
）。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
３
カ
月
以
上
、

無
料
、
先
着
10
人
程
度
、
要
申
込
）。

期
日
・
内
容

▽
５
月
13
日
㈪

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
仕
組
み
と
活
動
、
子
ど
も

の
遊
び

▽
５
月
17
日
㈮

　
地
域
の
子
育
て
と
子
ど
も
の
遊
び

▽
５
月
22
日
㈬

　
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
に
つ
い
て（
救
命

講
習
）

　
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
５
月
31
日
㈮

　
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
健
康（
医
師
の
立
場

か
ら
）

▽
６
月
３
日
㈪

　
▼
子
ど
も
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た
め
に

　
▼
会
員
登
録（
講
習
会
終
了
後
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
縦
３
㎝
、
横
２
・
４
㎝

の
証
明
写
真（
ま
か
せ
て
会
員
は
２
枚
、

ど
っ
ち
も
会
員
は
３
枚
）、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
４
月
15
日
㈪
〜
30
日
㈫
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無（
有

の
と
き
は
子
ど
も
の
名
前
、
生
年
月
日
）

を
伝
え
る

※
チ
ラ
シ
を
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

児
童
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す

が
事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

fam
isapo@

city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
０
１
６
０
３

▲母子手帳アプリ
　「母子モ」

子
育
て

C
hild 

R
earing
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情 報 ひ ろ ば

パ
パ
・
マ
マ
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

春
っ
子
ひ
ろ
ば（
無
料
）

　
心
と
体
に
や
さ
し
い
ハ
ー
プ
と
ギ
タ
ー
の

音
色
に
癒
さ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
６
カ
月
〜
就
学

前
、
無
料
、
先
着
15
人
、
５
月
９
日
㈭
ま

で
に
要
申
込
）。

日
時　
５
月
19
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３
－
１

０
１
）２
階
大
会
議
室

出
演　
荒あ

ら
ま
き牧
輝て

る
の
ぶ信
さ
ん
、て
み
さ
ん（
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
あ
と
り
えt

て

み

て

る

em
itelu

）

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
10
日
㈮
ま
で
に
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、
フ
ァ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の

場
合
は
子
ど
も
の
名
前
、
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
推
進
課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会
入
門
編（
無
料
）

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
毎
日
５
０

０
グ
ラ
ム
の
生
ご
み
を
３
カ
月
間
処
理
で
き

る
優
れ
も
の
で
す
。
完
成
し
た
堆
肥
を
使
え

ば
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
お
い
し
い
野
菜
作
り

も
行
え
ま
す
。

　
ご
み
を
削
減
し
な
が
ら
、
自
宅
で
エ
コ
ラ

イ
フ
を
実
践
し
ま
せ
ん
か
。

※
講
習
会
受
講
後
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

日
時　
５
月
22
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
４
０
４
・
４
０
５
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈬
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
１
２
５
１
１

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
始
め
ま
せ
ん
か

種
を
配
布
し
ま
す（
無
料
）

　
市
は
、
省
エ
ネ
と
緑
化
推
進
の
た
め
緑
の

カ
ー
テ
ン
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ

オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
育
て
、
窓
辺
や
壁

面
に
カ
ー
テ
ン
を
作
る
こ
と
で
す
。
日
差
し

を
和
ら
げ
、
室
内
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
こ

と
で
快
適
な
生
活
が
で
き
ま
す
。

　
市
内
を
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
し
、
楽
し
み
な

が
ら
省
エ
ネ
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

配
布
場
所
・
日
時

▽
市
役
所
環
境
課　
４
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
市
民
図
書
館　

４
月
16
日
㈫
〜
24
日
㈬

（
月
曜
日
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時（
金
・
土
曜
日
は

午
後
８
時
ま
で
）

配
布
物（
種
）　
ゴ
ー
ヤ（
４
粒
）、
ア
サ
ガ
オ

（
10
粒
）

※
１
人
に
つ
き
各
１
セ
ッ
ト
ま
で
で
、
な
く

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
84
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
を
送
付
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
推
進

担
当（
〒
816
－
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

問い合わせ先　男女共同参画センターじょなさん
☎（５８４）１２０１　F（５８４）１１８１

　男女共同参画について考えてもらうきっかけとな
るようなコラムを不定期で掲載します。
　まずは、次の話を読んでみてください。
　　父親が子どもを乗せて運転中、トラックと正面衝
突。父親は即死、子どもは重体となった。子ども
はすぐに病院に運ばれ、著名な外科医の手術を受
けることになった。外科医が手術室に入り患者の
顔を見るなり、「この子は私の子どもです」と叫ん
だ。

　これを読んで、どう感じましたか。この話の「著
名な外科医」は、患者の母親なのです。しかし、外
科医を男性だと思い込んで読むと、話のつじつま
が合わなくなります。これは、ジェンダー（社会的・
文化的に作られた性差）における「アンコンシャス・
バイアス（無意識の思い込み）」の例です。
　人は、過去の経験によって何かしらの「思い込み」
を作り、それに基づき意思決定や行動をしていま
す。それ自体は悪いことではありません。しかし、
無意識であるからこそ、それが偏っていたとしても、
自分では改めることが難しいものです。まずは、自
分の中にも「無意識の思い込み」があると気付くこ
とが大切です。

アンコンシャス・バイアス

環
境

Environm
ent

▲市ウェブサイト
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春
は
カ
ラ
ス
に
注
意

人
を
襲
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
春
は
カ
ラ
ス
な
ど
野
生
の
鳥
獣
に
と
っ
て

繁
殖
、
巣
立
ち
の
時
期
で
す
。
電
柱
や
樹
木

に
巣
を
作
り
、
子
育
て
す
る
カ
ラ
ス
が
ヒ
ナ

を
守
る
た
め
に
人
を
襲
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
攻
撃
を
し
て
く
る
の
は
繁
殖
時
期
の
一
時

的
な
行
動
で
す
。
巣
を
作
ら
れ
て
し
ま
っ
て

も
、
慌
て
ず
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
。

気
を
付
け
る
こ
と

▽
巣
や
ヒ
ナ
に
は
近
付
か
な
い
よ
う
に
す
る

▽
巣
の
近
く
を
通
る
と
き
は
、
傘
や
帽
子
な

ど
で
身
を
守
る
準
備
を
す
る

▽
威
嚇
の
サ
イ
ン（
大
声
で
鳴
く
、
鳴
き
な

が
ら
周
り
を
飛
ぶ
、
木
を
つ
つ
く
、
小
枝

を
折
る
、
木
の
葉
を
散
ら
す
）が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
そ
の
場
を
離
れ
る

▽
巣
の
近
く
で
騒
ぐ
な
ど
、
カ
ラ
ス
を
刺
激

す
る
行
為
は
控
え
る

▽
ご
み
出
し
の
際
は
、
餌
と
な
る
生
ご
み
が

外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
袋
の
奥
に
入
れ
、

ご
み
出
し
時
間
を
守
る

▽
ペ
ッ
ト
の
餌
な
ど
、
カ
ラ
ス
の
餌
に
な
る

も
の
を
屋
外
に
放
置
し
な
い

巣
の
撤
去
に
関
す
る
注
意
事
項

▽
産
卵
前
や
巣
立
っ
た
後
の
カ
ラ
ス
の
巣
を

撤
去
を
す
る
場
合
は
、
そ
の
敷
地
の
管
理

者
が
行
う

▽
巣
の
中
に
卵
や
ヒ
ナ
が
い
る
と「
鳥
獣
の

保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
」に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
る
た
め
、
専
門
業
者
に
依
頼
す
る

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
生
活
環
境
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

食
品
ロ
ス
の
削
減

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
協
力
を

　
家
庭
で
食
べ
切
れ
ず
に
余
っ
て
い
る
食
品

を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
福

祉
団
体
・
施
設
な
ど
に
寄
付
す
る
活
動
を

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
い
い
ま
す
。

　
市
は
、
定
期
的
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
余
っ
て
い
る
未
使

用
の
食
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
度
は
、
計
９
９
６
点
の
食
品
と

日
用
品
の
提
供
が
あ
り
、
ふ
く
お
か
筑
紫

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
付
し
ま
し
た
。

日
時　
偶
数
月
の
第
４
・
５
週
の
月
〜
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
環
境
課

対
象
と
な
る
も
の

▽
米
、
パ
ス
タ
・
そ
う
め
ん
な
ど
の
乾
麺
、

調
味
料（
醤
油
・
食
用
油
な
ど
）、
の
り
・

ふ
り
か
け
な
ど
の
乾
物
、
菓
子
、
飲
料
、

缶
詰
・
レ
ト
ル
ト
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

▽
タ
オ
ル
や
洗
剤
な
ど
の
日
用
品

受
け
付
け
で
き
な
い
食
品

▽
賞
味
期
限
が
１
カ
月
を
切
っ
て
い
る
も
の

▽
開
封
さ
れ
て
い
る
も
の

▽
生
鮮
食
品（
生
肉
・
魚
介
類
・
生
野
菜
）

▽
ア
ル
コ
ー
ル（
み
り
ん
、
料
理
酒
除
く
）

▽
冷
蔵
・
冷
凍
食
品

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

１
０
１
０
２
８
２

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｓス

ク

ラ

ム

Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｍ　
Ｋカ

ス

ガ

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ　
メ
ン
バ
ー
募
集

　
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
、
欠
か
せ
な

い
存
在
で
す
。

　
今
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
・
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

対
象　
15
歳
以
上（
４
月
１
日
時
点
）で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

▽
市
内
に
本
拠
地
を
置
く
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お

よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
所
属
し

て
い
る

活
動
内
容　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
補

助
な
ど

定
員　
30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
３
日
㈮
・
㈷（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
便
、窓
口
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
請
書
を
提
出
す
る

※
申
請
書
は
、
窓
口
か
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ
担
当（
〒
816
－
０
８
３
１
大
谷

６
－
28
）

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

sports@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
０
５
２
４
５

沖
縄
で
の
研
修
を
サ
ポ
ー
ト

第
43
回
春
日
市
少
年
の
船
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
小
中
学
生
の
引
率
や
平
和
学
習
、
交
流
会

な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
５
月
８
日
以
降
、
毎
週
水
曜
日
の
ス
タ
ッ

フ
会
議
や
事
前
・
事
後
研
修（
３
回
）を
行
い

ま
す
。

対
象　
16
〜
40
歳
の
人

参
加
費　
３
万
５
０
０
０
円

募
集
人
員　
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏

名
、
年
齢
、
学
校
名
か
職
業
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
少
年
の
船
実
行

委
員
会　
福ふ

く
し
げ重

☎
０
８
０（
４
３
４
５
）９
６
８
９

F（
５
７
５
）０
７
６
８

kasuga.sf@
gm

ail.com
募
集

R
ecruitm

ent
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情 報 ひ ろ ば

千
歳
町
地
区
自
治
会

公
民
館
管
理
人
募
集

　
明
る
く
元
気
で
責
任
感
が
強
い
人
を
募
集

し
ま
す
。

業
務
内
容　
公
民
館
の
管
理
な
ど

勤
務
場
所　
千
歳
町
地
区
公
民
館（
住
み
込

み
ま
た
は
通
い
選
択
可
）

申
込
方
法　
４
月
26
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
履

歴
書
を
郵
便
ま
た
は
窓
口
で
提
出
す
る

※
勤
務
日
時
や
手
当
て
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
自
治
会　
藤ふ

じ
や
ま山

（
〒
816
－
０
８
０
５
千
歳
町
３
－
32
－
１
）

☎（
５
８
１
）３
５
５
９（
F
兼
用
）

令
和
６
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
一
般
曹
候
補
生

　
対
象　
18
〜
32
歳
の
人

　
期
日

　
▽
ウ
ェ
ブ
試
験

　
　
５
月
18
日
㈯
〜
24
日
㈮
の
う
ち
指
定
す

る
１
日

　
申
込
期
限　
５
月
７
日
㈫

○
自
衛
官
候
補
生

　
対
象　
18
〜
32
歳
の
人

　
期
日（
２
日
間
）

　
▽
ウ
ェ
ブ
試
験

　
　
５
月
18
日
㈯
〜
24
日
㈮
の
う
ち
指
定
す

る
１
日

　
▽
口
述･

身
体
検
査

　
　
５
月
30
日
㈭
〜
６
月
３
日
㈪
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

　
申
込
期
限　
５
月
７
日
㈫

○
医
科
・
歯
科
幹
部

　
対
象　
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

　
期
日　
６
月
21
日
㈮

　
申
込
期
限　
６
月
６
日
㈭

○
技
術
曹

　
対
象　
20
歳
以
上
の
国
家
免
許
な
ど
を
保

有
す
る
人

　
期
日

　
▽
筆
記
・
口
述･
身
体
検
査

　
　
陸
上
：
６
月
７
日
㈮

　
　
海
上
：
６
月
14
日
㈮

　
　
航
空
：
６
月
12
日
㈬
〜
14
日
㈮

　
申
込
期
限　
５
月
17
日
㈮

◯
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部

　
対
象　
大
学
で
特
定
の
学
科
な
ど
を
専
攻

し
業
務
経
験
な
ど
を
有
す
る
人

　
期
日

　
▽
筆
記
・
口
述･

身
体
検
査

　
　
陸
上
：
６
月
10
日
㈪

　
　
海
上
：
６
月
17
日
㈪

　
　
航
空
：
６
月
17
日
㈪
〜
19
日
㈬

　
申
込
期
限　
５
月
17
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
春
日
分
駐
所

☎（
５
９
１
）７
４
５
０

F（
５
９
１
）７
４
５
１

https

：//w
w

w
.m

od.go.jp/pco/f
   ukuoka/

労
働
力
調
査

弥
生
５
丁
目
・
昇
町
６
丁
目
が
対
象

　
総
務
省
と
県
は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
失
業
率
や
雇
用
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
員
が
訪
問
し
た
と
き
は
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
期
間

▽
弥
生
５
丁
目　
４
〜
８
月

▽
昇
町
６
丁
目　
５
〜
９
月

問
い
合
わ
せ
先　
県
調
査
統
計
課
調
査
第
一

班
労
働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１
㈹

F（
６
４
３
）３
１
９
２

20
歳
未
満
の
飲
酒
は
禁
止

４
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年
年
齢
は

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
飲
酒
に

関
す
る
年
齢
制
限
は
20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
20
歳
未
満
の
飲
酒
は
、
脳
の
発
達
な
ど
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
り
や
す
い
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
博
多
税
務
署

☎（
６
４
１
）８
１
３
１

そ
の
他

O
thers

問い合わせ先　安全安心課危機管理担当
☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４３

　弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないう
ちに到達する可能性もあります。ミサイルが日本に落
下する可能性がある場合、国からの緊急情報を瞬時
に伝える「Ｊアラート」を活用して、テレビ、緊急速報メー
ルなどにより緊急情報をお知らせします。
　こうした事態が、いつ、どこで、どのように発生す
るのかを事前に予測することは難しいため、緊急情報
を入手した後に各自で避難行動を取ることと情報収集
を行うことが重要となります。
○身を守る避難行動を取る

▽屋内にいる場合
　窓から離れるか、窓のない部屋に移動

▽屋外にいる場合
　近くの建物の中か地下に避難

▽近くに建物がない場合
　物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る
○落ち着いて情報収集を行う

▽警報をはじめ、テレビ・ラジオなどで情報収集

▽インターネットで集めた情報は真偽に注意

弾道ミサイル落下時に
取るべき行動

試
験

Test
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vol.7

須玖遺跡群の解説
書

　カルシウムは日本人に不足しがちな栄養素です。特に高齢者は、不足すると骨粗しょう症に
なり、ちょっとしたことで骨折をしやすくなります。骨折すると寝たきりになる可能性も高くな
るため、カルシウムを積極的に取りましょう。また、併せて日光浴や運動をすることで、さら
に骨を強くすることができます。

ひとコマひとコマ
vol.25

カルシウムで骨粗しょう症予防
チンゲン菜と
桜エビのクリーム煮

エネルギー（１人当たり）：100kcal、
塩分0.8ｇ、カルシウム261mg

▲市ウェブサイト

　
須
玖
遺
跡
群
は
、
春
日
丘
陵
と

そ
の
周
辺
に
広
が
る
日
本
最
大
級

の
弥
生
時
代
の
遺
跡
群
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
大
量
の
副ふ

く
そ
う
ひ
ん

葬
品
を
も
っ

た
奴
国
王
墓
や
、
青
銅
器
工
房
跡
、

大
規
模
な
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
て

お
り
、
奴
国
の
王
都
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
王
墓
が
発
見
さ
れ
た
史
跡

須
玖
岡
本
遺
跡
は
特
に
有
名
で
、

教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
日
市
が
誇
る
こ
の
素
晴
ら
し
い

文
化
財
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
須
玖
遺
跡
群
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
書
籍『
奴

国
の
王
都　

須
玖
遺
跡
群
』が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
執
筆
し
た
の
は
、

文
化
財
課
職
員
の
井い

の
う
え上
義よ

し
な
り也
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
な

ど
を
基
に
、
今
分
か
る
限
り
の
須

玖
遺
跡
群
の
全
体
像
が
、
豊
富
な

図
や
写
真
と
と
も
に
、
簡
潔
な
文

章
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
書

籍
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、「
漢か

ん
の
わ
の
な
こ
く
の
お
う

委
奴
國
王
」金
印
は

奴
国
が
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、

奴
国
の
中
心
は
須
玖
遺
跡
群
だ
と

断
言
し
ま
す
。

　
明
治
32（
1
8
9
9
）年
に
掘
り

出
さ
れ
、
中
国
鏡
や
青
銅
の
武
器

な
ど
を
持
つ
甕か

め
か
ん棺
が
、
弥
生
時
代

中
期
末（
紀
元
前
１
世
紀
末
）の
王

墓
で
あ
る
こ
と
を
、
発
見
の
経
緯

も
含
め
て
丁
寧
に
述
べ
て
い
ま
す
。

王
墓
の
北
西
に
広
が
る
王
族
墓
群

も
詳
し
く
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
金
印
を
も
ら
っ
た

王（
金
印
奴
国
王
）の
墓
は
、
須
玖

遺
跡
群
の
他
の
地
区
で
出
て
い
る

中
国
後ご

か
ん
き
ょ
う

漢
鏡
か
ら
見
て
も
、
須
玖

岡
本
遺
跡
岡
本
地
区
に
あ
る
と
宣

言
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
王
と
王
族
の
居
住
域

で
あ
る
王
宮
は
ど
こ
か
と
自
問
し
、

漢
式
の
三
角
銅ど

う
ぞ
く鏃
や
中
国
銭
貨
、

大
溝
な
ど
か
ら
、
春
日
北
小
学
校

一
帯
の
須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡
を
挙
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
須
玖
遺
跡
群

の
隆
盛
を
支
え
た
青
銅
器
生
産
を

中
心
に「
弥
生
時
代
の
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
」を
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
き

出
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
圧
倒
的

な
石
製
・
土
製
鋳
型
の
量
。
し
か

も
中
期
前
半
か
ら
後
期
末
ま
で
途

切
れ
ず
に
続
き
ま
す
。
さ
ら
に
青

銅
器
生
産
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

道
具
や
原
料
の
青
銅
塊
な
ど
も
出

て
、
一
貫
し
て
大
量
生
産
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
工
房
は
須
玖
五ご

た
ん
だ

反
田
遺

跡
、
鉄
器
工
房
は
赤あ

か
い
で

井
手
遺
跡
と

仁に
お
う
て

王
手
Ａ
遺
跡
を
取
り
上
げ
、
王

宮
近
く
の
鉄
器
工
房
も
想
定
し
て
、

材
質
ご
と
に
専
門
の
工
房
を
設
け

た
と
し
ま
す
。

　
未
解
明
の
謎
や
、
こ
れ
か
ら
の

須
玖
遺
跡
群
の
活
用
も
述
べ
ら
れ
、

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　
書
籍
に
つ
い
て
詳
し
く
は
新
泉

社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ

さ
い
。

https://w
w

w
.shinsensha.

com
/books/6028/

問い合わせ先　健康課健康づくり担当
☎（５０１）１１３４　F（５０１）１１３５　 1006258

市ウェブサイトに
も掲載していま
す。

① チンゲン菜は３cm程度に切り、桜エビは半分だけ粗めに刻んでおく。
② 鍋にサラダ油を入れて熱し、チンゲン菜を炒める。
③ 桜エビを入れて炒め、塩・こしょうで味を付ける。
④ 牛乳を加えて軽く煮たらコンソメを入れる。
⑤ コンソメが溶けたら塩・こしょうで味を整える。

作り⽅
● チンゲン菜：１株
● 桜エビ：10ｇ
● サラダ油：小さじ１
● 牛乳：200ml
● コンソメ：小さじ２/３
● 塩・こしょう：適量

材料（２人分）

武武
たけすえたけすえ

末末  純純
じゅんいちじゅんいち

一一 名誉館長 名誉館長
（福岡大学名誉教授）（福岡大学名誉教授）

問い合わせ先　文化財課整備活用担当　☎（５０１）１１4４　F（５73）１077
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

さ
ん
ぽ
み
ち

 相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

高齢者の介護や福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●市南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
●市東地域包括支援センター　☎（404）0310　F（404）0225

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時、土曜日：午前8時30分〜午後
0時30分
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室

（予約不要）
●福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/福岡法務局筑紫支局
法律・生活・行政など ※祝日、年末年始は除きます。

●市無料法律相談　☎（584）1148（予約受付のみ）
第3水曜日：午前10時〜午後４時/市役所市民相談室

（第2水曜日午前9時以降の平日に電話予約、先着15人）
●市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）

月〜金曜日：午前10時〜午後0時15分、午後1時〜４時/じょなさん
●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（土・日曜日は要相談）：午前８時30分〜午後５時/市社
会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1111㈹（面談相談のみ）
第4火曜日：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室（予約不要）

妊娠出産・子育て・子どもの悩み、児童福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市こども家庭センター　☎（584）1015　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●市子ども発達支援室　☎（588）5150　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日：午前9時〜午後5時、土曜日および第1・3日曜日：午前
9時〜午後4時/ひとり親サポートセンター春日センター
暴力・DV・セクハラの相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水〜金曜日：正午〜午後７時、土曜日：午前10時〜午後５時
障がいに関する相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市障がい者基幹相談支援センター　☎（584）1111㈹　F（584）1154
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時 ※緊急時は時間外も対応します。
不安・悩みごと

●心配ごと相談（暮らしの問題や悩み）　☎（581）7225
水曜日：午後１時〜４時/市社会福祉センター

●福岡いのちの電話　☎（741）4343　※24時間受付、匿名可です。
インターネット相談（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

粟
あ わ い

井 大
や ま と

翔ちゃん（１歳）

葏
せいぐち

口 愛
う い

唯ちゃん（１歳）

今
いまむら

村 詩
うた

ちゃん（３歳）

西
にし

 真
ま り な

莉菜ちゃん（１歳）

大
お お い

井 琥
こ は く

珀ちゃん（３歳）

新
に っ た

田 篤
あ つ と

登ちゃん（１歳）

久
く ぼ た

保田 菜
な の は

巴ちゃん（１歳） 相
さ が ら

良 春
は る ひ

陽ちゃん（１歳） 末
すえなが

永 亜
あ れ ん

怜ちゃん（１歳）

4月

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書
いて郵送するか、Eメールで送ってください。Eメールはタイトルを「お誕
生日おめでとう」に、写真ファイル名は赤ちゃんの名前にしてください。
5月15日㈬（必着）までの到着分から抽選（応募多数の場合）で決定します。

【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

6月生まれの赤ちゃん募集（3歳まで）

異
動
に
な
り
ま
し
た

　
先
日
、
異
動
の
内
示
を
受
け
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
は
毎
年
こ
の
時

期
に
ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
の
が
定
番
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
ホ
ッ
と
し
た

よ
う
な
、
少
し
寂
し
い
よ
う
な
、

そ
ん
な
心
境
で
す
▼
８
年
間
、
周

囲
の
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市

報
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
、
幅
広
い
業
務
に
関
わ
り
ま
し

た
。
最
初
は
Ｐ
Ｒ
動
画
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
奔
走
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
先
進
地
に
聞
き
込
み
を

し
な
が
ら
広
報
戦
略
を
策
定
し
た

り
、
夜
を
徹
し
て
特
集
記
事
の
仕

上
げ
作
業
を
行
っ
た
り
、
手
探
り

の
中
で
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
た
り
…
。
特
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
市
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
決
定
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
貴

重
な
経
験
に
な
り
、
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
▼
挑
戦
に
は
い
つ
も
苦

労
が
付
き
も
の
で
、
成
功
ば
か
り

と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過

ぎ
て
し
ま
え
ば
い
い
思
い
出
ば
か

り
。
新
し
い
部
署
で
も
心
機
一
転
、

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
ま

23 市報かすが
令和6年4月15日



こ
の

印
刷

物
は

、
印

刷
用

の
紙

へ
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

ま
す

。

編
集

／
春

日
市

秘
書

広
報

課
広

報
広

聴
担

当
☎

092（
584）1111㈹

　
F

092（
584）1145

 koho@
city.kasuga.fukuoka.jp

〒
816−

8501 福
岡

県
春

日
市

原
町

3−
1−

5
https://w

w
w

.city.kasuga.fukuoka.jp/
発

行
／

春
日

市
市

報
 か

す
が

令
和

6年
4月

15日
号

  №
1259

春日市ブランドイメージ春日市ブランドイメージ

春はスタートの季節です。春は新しいことが始まる季節です。
その「春」の「日」のまちだから、期待でワクワクするようなまちになろう。
良いまちは、誰かがつくってくれるものではなく、市民がつくっていくものです。
市民と行政が一つのチームになって、みんなで新しい春をつくる。
「春」とは、みんなに新しいこと、みんなが助かること、みんなが喜ぶこと。
暮らしが笑顔になる春を、どんどんつくっていく。
みんなで春をつくるから、ずっと住みたいまちになる。
みんなで春をつくろう。これからの春日市です。

ブランドイメージ
とは

　春日市の「協働」、「交流」、「コミュニティ」などに対する市民の思いや、まちづくりの方向
性をもとに、市の良さを一言で表現したものです。
　平成29年度に市民ワークショップでブランドイメージ「みんなで春をつくろう」が決定し、
ロゴデザインは全国公募し、市民投票で決定しました。

　 市の魅力をインスタグラムで紹介

かすがカメラ部３期生募集
　市民で構成されるかすがカメラ部では、部員が見つけた市の魅力を、かすがカメラ部
インスタグラムアカウントから発信しています。
　部員には、年に４回、プロのフォトグラファーによるカメラ教室を開催しています。
　かすがカメラ部の一員として活動しませんか。

対象　市に居住する15～49歳（中学生は除く）で、市
に愛着があり、写真やカメラに興味がある人
活動期間　5月～令和7年3月
募集人数　10人程度
応募方法　5月10日㈮までにＥメールで住所、氏名、

年齢、電話番号、インスタグラムアカウント名（任
意）を記入し、市内で撮影した写真を1枚添付して
送信する

※報酬はありません。
※詳しくは、市ウェブサイトを見てください。

部員の皆さんの感想（一部抜粋）

申込・問い合わせ先　秘書広報課広報広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145　 koho@city.kasuga.fukuoka.jp　 1011616

▲反響の多かった投稿など
　をまとめたフォトブック。
　市役所秘書広報課広報
　広聴担当で配布中。

◀︎かすがカメラ部
　インスタグラム
　アカウント

▲市ウェブサイト

市に興味を持って市の魅力をいろいろと見つけ
ていく、本当に素敵な機会になりました。

写真撮影のコツを教えてもらい、プライベートで
も実践することができてよかったです。

活動などを通してメンバーの写真を見ることで、
新たな価値観や撮影方法につながりました。

これまで行ったことがなかった場所やお店に行
くことが増え、市の魅力を再確認できる良い機
会になりました。


